
銀輸送隊の再現
（美郷町で開催されたウォーキングイベント）

一人一人が20歳の自分に想いを届けました

小田ふるさと回想館での連絡会（5月）

連絡会後はランチで交流 赤名福島邸での連絡会（7月）
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図1. 歳入歳出の推移（単位：億円）
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図2. 実質公債費比率の推移
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石
見
銀
山
街
道
は
、江
戸
時
代
に
銀

を
運
ぶ
た
め
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。運
ば

れ
た
銀
は
交
易
や
交
流
を
通
し
て
世
界

中
を
駆
け
巡
り
、幕
府
の
台
所
を
支
え

「
天
下
泰
平　
江
戸
の
世
」の
礎
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
石
見
銀
山
街
道
の
価
値
と
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、街
道
沿
線

地
域
の
活
性
化
と
観
光
客
の
増
加
を
図

る
た
め
、沿
線
7
市
町
で
日
本
遺
産
認
定

申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
将
来
の
財
政
運
営（
H
30
〜
Ｒ
6
の
7
年

間
）に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
ま
で
の
歳
入
歳
出
の
推

移【
図
1
】と
実
質
公
債
費
比
率
の
推
移

【
図
2
】は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て
、
光
ケ
ー

ブ
ル
や
来
島
拠
点
複
合
施
設
の
整
備
な
ど
の
大
規
模

事
業
実
施
の
影
響
で
、
投
資
的
経
費
が
大
き
く
増
え

て
い
ま
す
。
依
存
財
源
で
は
、
普
通
交
付
税
の
町
合

併
に
よ
る
加
算
措
置
が
令
和
元
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

見
銀
山
街
道「
日
本
遺
産
認
定
」を
目
指
し
ま
す

石
　
10
歳
に
な
る
小
学
４
年
生
に
、将
来
の

夢
を
語
る
こ
と
を
通
し
て
、ふ
る
さ
と
へ

の
愛
着
と
夢
に
向
か
っ
て一
歩
踏
み
出
す

力
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
二
十
歳
の
君

に
」と
題
し
た
、２
分
の
１
成
人
式
を
開

催
し
ま
し
た
。出
席
し
た
30
人
の
児
童

は
、10
年
後
の
自
分
自
身
に
宛
て
た
手
紙

を
発
表
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
み
ん
な
が
応
援
し

て
く
れ
る
か
ら
絶
対
に
夢
を
叶
え
た
い
。

み
ん
な
の
夢
も
応
援
し
た
い
」な
ど
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
歳
の
君
に

二

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま　
飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

に
取
り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。今
月
は
、「
協
力
隊
員

同
士
の
連
携
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
は
、そ
れ

ぞ
れ
地
域
課
題
に
対
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
ち
町
内
各
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

２
〜
３
カ
月
に一度
連
絡
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。今
年
度
は
、小
田
ふ
る
さ
と
回

想
館
や
赤
名
福
島
邸
、志
々
縁
会
所
な
ど

会
場
を
変
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、研
修
の
告
知
や
報
告
を

し
た
り
、任
期
後
の
働
き
方
を
考
え
た

り
、活
動
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、各
隊
員
が

活
動
を
報
告
し
、今
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
課
題
な
ど
を
共
有
し
ま
す
。他
の
隊

員
か
ら
の
意
見
を
活
動
に
活
か
し
た
り
、

隊
員
同
士
の
連
携
で
実
現
で
き
る
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
か
ら
来
て
活
動
す
る
協
力
隊
員

は
、慣
れ
な
い
土
地
で
の
生
活
で
分
か
ら

な
い
こ
と
、困
り
ご
と
を
抱
え
が
ち
で
す

が
、隊
員
同
士
の
交
流
と
協
力
を
通
し

て
、飯
南
町
で
の
活
動
と
生
活
が
よ
り
豊

か
に
楽
し
く
な
る
よ
う
に
連
携
を
深
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
１
月
で
３
名
の
隊
員
が
退
任
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
町
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。ま
た
こ
の
春
に
新
し
い
隊
員
の
着
任

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
2
年
度
一
般
会
計

10
年
後
の
私
へ

当
初
予
算
要
求
状
況

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
要
求
総
額
は「
76
億
1
0
5
6
万
円
」と

な
り
、平
成
31
年
度
当
初
予
算
87
億
2
4
6
8
万
円
か
ら
大
き
く
減

少
し
ま
し
た（
光
ケ
ー
ブ
ル
や
来
島
拠
点
複
合
施
設
の
整
備
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
令
和
２
年

度
予
算
に
は
な
い
た
め
）。し
か
し
、令
和
２
年
10
月
に
は
国
勢
調
査
が
実
施
さ

れ
、前
回
調
査
か
ら
の
人
口
減
少
を
考
え
る
と
、令
和
３
年
度
の
普
通

交
付
税
は
単
純
計
算
で
１
億
円
以
上
の
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。引
き

続
き
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
態
に
向
か
っ
て
お
り
、よ
り一層
の
健
全
な

行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
要
求
内
容
を
精
査
し
、攻
め
の
予
算・縮
小
す
る
予
算
を
見

極
め
、予
算
案
を
３
月
定
例
議
会
へ
提
出
し
ま
す
。

※
記
載
内
容
は
予
算
要
求
段
階
の
も
の
の
た
め
、内
容
や
金
額
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。記
載
し
た
内
容
は
要
求
の一部
で
す
。

令和2年度 当初予算要求総額（一般会計）

76億1,056万円

○商工振興・・・商工会運営補助、町内企業活性化、キャッシュレス決済導入支
　援、若者女性創業支援、事業承継推進員の配置
○観光振興・・・観光交流施設管理、琴引山登山道サイン整備、森林セラピー
　（２つ星登録申請）、観光協会運営補助

　

平
成
29
年
度
決
算
ま
で
は
繰
上
償
還
の
効
果

（
借
金
の
返
済
額
の
減
少
）で
数
値
が
低
下（
改
善
）

し
て
き
ま
し
た
が
、平
成
30
年
度
決
算（
グ
ラ
フ
の

Ｒ
１
末
）で
つ
い
に
上
昇
に
転
じ
ま
し
た
。大
規
模

事
業
の
実
施
に
よ
り
、今
後
も
し
ば
ら
く
上
昇
傾

向
が
続
く
と
思
わ
れ
る
た
め
注
意
し
て
い
ま
す
。

商工費　R2当初要求3億3,603万円　全体に占める割合4.4%

○道路整備・・・８路線（松本頓原線ほか）、法面災害防除、橋梁長寿命化
○除雪体制整備・・・除雪ドーザ更新（1台）
○住宅整備・・・新衣掛団地３号棟建設、住宅リフォーム助成

土木費　R2当初要求8億9,826万円　全体に占める割合11.8%

○非常備消防・・・消防団活動、操法練習場整備、消防車両更新（１台）
○災害対策・・・防災士養成、自主防災体制強化

消防費　R2当初要求3億5,433万円　全体に占める割合4.7%

○学習支援館運営・・・学習塾運営
○教育魅力化推進・・・保小中高一貫教育の推進、キャリア教育・教育移住の
　推進
○みらい人材育成事業・・・子どもたちの海外研修等参加費助成
○ＩＣＴ教育の推進・・・デジタル教科書配信、電子黒板更新
○社会教育の推進・・・公民館運営補助、新図書館の運営開始（来島拠点複合
　施設）、放課後子ども教室、長期休業期間児童クラブ
○体育施設・・・志 ト々レーニングセンター屋根大規模改修、赤名山村広場テ
　ニスコート改修

教育費　R2当初要求4億7,303万円　全体に占める割合6.2%

○議会費、公債費（借金の返済）、予備費

その他　R2当初要求11億1,751万円　全体に占める割合14.7%

○携帯電話エリア整備事業・・・携帯電話基地局の整備（獅子）
○町長選挙実施経費・・・令和3年1月執行の飯南町長選挙の実施経費
○来島拠点複合施設の運営・・・令和2年秋（予定）運営開始
○森林活用地方創生推進・・・地域商社設立検討、木材販路開拓・商品開発・
人材育成の仕組みづくり
○定住促進対策・・・定住相談・支援、定住促進賃貸住宅建設（3棟）
○飯南高校教育支援・・・教育活動後援会補助金、生命地域ラボなど地域交流
　活動、支援公用車（バス）更新
○小さな拠点づくり推進・・・集落実態調査（5地区）、地域づくり活動支援助成金
○公共交通運行・・・町営バス・デマンドバス運行管理、町営バス更新（1台）

総務費　R2当初要求13億9,282万円　全体に占める割合18.3%

○子ども子育て支援・・・子ども等医療費助成、結婚・出産祝い金、第１子から
　の子育て支援
○保育士確保対策・・・保育士確保のための学生支援・就業助成
○保育所運営・・・町内４カ所の町立保育所の運営委託、設備更新
○福祉施設運営・・・社会福祉協議会運営補助、福祉施設運営委託
○健康づくりと介護予防ができる地域づくり・・・介護予防と健康づくりの一体
　化、小さな拠点づくり（集落実態調査）との連携
○地域包括ケアの推進・・・相談支援体制の整備、病院・町内福祉施設の医療
　介護連携
○外出支援タクシー利用助成・・・運転免許証を所持していない人、自主返納
　した人などへのタクシー利用助成
○障がい者福祉施設整備・・・障がい者就労施設の建設補助

民生費　R2当初要求12億8,823万円　全体に占める割合16.9%

○ごみ処理施設改修・・・雲南エネルギーセンター延命化工事
○医療従事者確保対策・・・医療従事者確保のための学生支援・就業助成
○健康増進・・・感染症予防、各種健診、こころの健康づくり
○子育て世代包括支援センター開設・・・相談室の整備、相談・訪問体制の充実
○飯南病院の運営補助・・・病院改革プランに基づく健全な病院運営

衛生費　R2当初要求9億400万円　全体に占める割合11.9%

○国土調査・・・頓原・八神・志津見・角井、頓原町区再国調
○農作物鳥獣被害防止・・・有害鳥獣捕獲、担い手育成、防護柵設置支援
○農業振興対策・・アドバイザーによる営農指導、売れる米づくり、中山間直
　接支払、環境保全型農業直接支払、多面的機能支払、ハウス整備支援、農
　業後継者育成支援
○リースハウス整備・・・リース方式のハウス整備（14棟）
○畜産振興・・・堆肥センター改修、優良牛確保対策（ゲノミック・保留導入）
○農業基盤整備・・・水田等生産基盤整備（ほ場・用排水・暗渠排水など）
○ため池改修・・・2カ所
○農道整備・・・6路線（向谷線ほか）
○林業振興・・・町行造林事業、公社造林、森林経営管理制度推進、林道等整備

農林水産業費　R2当初要求8億4,635万円　全体に占める割合11.1%

い
し
づ
え

889


